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新年度の予算が決まりました
令和５年度予算審議

　２月定例会において、市長から令和５年
度の予算案が提案され、３月１５日・１６
日の２日間、予算決算委員会を開催し、そ
の内容について審査を行いました。
　その結果、一般会計については一部修正
案を、一般会計以外については原案どおり
可決し、令和５年度の市の予算の使い道が
決まりました。その中から主な事業を紹介
します。

予算総額

一般会計予算内訳

議 会 費 ２億　 ８００万８千円

総 務 費 ２７億３, ９０８万３千円

民 生 費 ６２億８, ８４０万８千円

衛 生 費 ２９億７, ９００万２千円

労 働 費 ４, ４３６万８千円

農林水産業費 ５億６, ３３０万７千円

商 工 費 ５億２, ３５６万８千円

土 木 費 ２５億３, ７７０万２千円

消 防 費 ７億８, ４９８万３千円

教 育 費 ２２億４, ６０７万２千円

災 害 復 旧 費 ３, ５５７万　　円

公 債 費 ２０億２, ２８８万１千円

予 備 費 ２, ０００万　　円

４０７億９, ２５４万円
（前年度当初比５．５％減）

【予算内訳】

一般会計　２０９億９,２９５万２千円

特別会計　１０８億９,４９０万円

企業会計　　８９億　 ４６８万８千円

一般会計歳出

一般会計歳入
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令和５年度当初予算編成の特徴

井原市第７次総合計画　『理念・目標』

　厳しい財政環境や社会情勢の中にあっても、「井原市第７次総合計画　後期基本計画」のスタートの
年となることから、将来を見据えて、「新たな視点・発想」や「多様な主体との協働」により、だれも
が主役で活躍できる、しあわせが実感できる「元気なまちづくり」の推進と、「持続可能な財政運営」
の確立を図ることを基本に予算編成が行われています。

基本理念「輝くひと　未来創造都市　いばら」
基本目標１　伝統、文化が引き継がれ、郷土を愛する人が育まれるまちづくり【教育・文化】
基本目標２　地域の宝を生かし、魅力がいっぱいで、活力にあふれるまちづくり【産業・交流】
基本目標３　子育てしやすく、誰もが生きがいをもち、いきいきと暮らせるまちづくり【健康・医療・福祉】
基本目標４　安全・安心で、美しい自然と調和した、みんなが住みよさを実感できるまちづくり

【環境・防災・防犯・都市基盤】

主な事業の紹介
【事業名】学校施設長寿命化事業
　　　　 （小・中学校）

【事業費】１億５，４００万円
【内　容】
老朽化が進む学校施設について、外
壁塗装・屋根防水改修等を実施する。
・芳井小、井原小、出部小、木之子小、
稲倉小、美星小　教室棟・屋内運動
場屋上防水・外壁改修工事
・高屋中（教室棟・武道場）、井原中
（武道場）　屋上防水工事

【事業名】第３０回平櫛田中賞展
　　　　 「棚田康司展」の開催

【事業費】１，２６５万円
【内　容】
第３０回平櫛田中賞受賞者である彫
刻家棚田康司氏の展覧会を開催。現
代アート牽引者である棚田氏の作品
鑑賞とともにアーティストトークや
ワークショップを会期中に実施する。

（開催期間　令和５年１０月６日～
１１月２６日）

【事業名】出会いと交流の場づくり
事業

【事業費】５０万円
【内　容】
社会情勢の変化や、コロナ禍による
行動制限などにより、出会いや交流
の機会が減少した若者たちの仲間づ
くり、絆づくりの場を創出すること
で、本市の若者たちを活気づける。

【事業名】障害者就労支援事業

【事業費】３１４万１千円
【内　容】
新たに障害者就労支援員１名を配置
し、障害者雇用促進法の理念のもと、
就労意欲のある障害者が、意思と能
力を発揮して働くことができるよう、
雇用機会の拡大や地域で自立した生
活ができるよう障害者雇用の促進を
図る。

【事業名】出産・子育て応援給付金
交付事業

【事業費】２，２２５万３千円
【内　容】
妊娠期から出産・子育てまで一貫し
て身近に相談に応じ、様々なニーズ
に即した必要な支援につなぐ伴走型
の相談支援を充実し、出産・育児に
かかる費用に対する経済的支援を一
体的に実施するもの。

【事業名】乗合タクシーの運行

【事業費】１，７７７万６千円
【内　容】
市内の公共交通の空白地域について、
乗合タクシーを運行するもの。（芳
井・美星地区全域では、令和４年４
月から市中心部への移動を可能とす
るなど利便性を向上させた乗合タク
シー「あいあいカー」を運行してい
る。）

【事業名】暮らし向上スマートエネル
ギー導入補助金

【事業費】２，５２０万円
【内　容】
従来の住宅用太陽光発電システム等
設置費補助金、住宅用太陽熱温水器
設置費補助金を統合し、名称を変更
するとともに、新たに電気自動車等、
V2H 充放電設備、高効率給湯器、窓
断熱、家庭用燃料電池システムの５
品目を補助対象品目として追加する。

【事業名】自動車急発進抑制装置整備
費補助金

【事業費】２００万円
【内　容】
高齢者が運転する自動車による交通
事故の防止及び事故時の被害軽減の
ため、国土交通省が認定した後付け
の自動車急発進抑制装置を、市内事
業者で取り付けた者に対し、補助金
を交付するもの。
補助率１／２、上限１０万円

【事業名】省エネリフォーム補助金

【事業費】２，０００万円
【内　容】
市民又は市内に事業所を有する事業
者が、市内事業者の施工により既存
の住宅又は事業所への高い省エネ効
果を有する機能向上に資する工事を
行う費用に対し補助金を交付する。
補助率１／１０、上限２０万円
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　２月２７日から３月２０日にかけて、２月市議会定例会が開かれました。２月定例会における各
議案の案件名と議決結果は次のとおりです。

２ 月 定 例 会 ２月２７日～３月２０日
（２２日間）

議案番号 件　　　　　　　名 議決結果
　　予　算　議　案
議案第　２号 令和４年度井原市一般会計補正予算（第８号） 原案可決

（全会一致）

議案第　３号 令和４年度井原市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号） 原案可決
（全会一致）

議案第　４号 令和４年度井原市美星地区畑地かんがい給水事業特別会計補正予算（第４号） 原案可決
（全会一致）

議案第　５号 令和５年度井原市一般会計予算 一部修正可決
（賛成多数）

議案第　６号 令和５年度井原市国民健康保険事業特別会計予算 原案可決
（全会一致）

議案第　７号 令和５年度井原市後期高齢者医療事業特別会計予算 原案可決
（全会一致）

議案第　８号 令和５年度井原市介護保険事業特別会計予算 原案可決
（全会一致）

議案第　９号 令和５年度井原市産業団地開発事業特別会計予算 原案可決
（全会一致）

議案第１０号 令和５年度井原市美星地区畑地かんがい給水事業特別会計予算 原案可決
（全会一致）

議案第１１号 令和５年度井原市水道事業会計予算 原案可決
（全会一致）

議案第１２号 令和５年度井原市病院事業会計予算 原案可決
（全会一致）

議案第１３号 令和５年度井原市工業用水道事業会計予算 原案可決
（全会一致）

議案第１４号 令和５年度井原市下水道事業会計予算 原案可決
（全会一致）

議案第１５号 令和５年度井原市大倉財産区会計予算 原案可決
（全会一致）

議案第１６号 令和５年度井原市東水砂財産区会計予算 原案可決
（全会一致）

議案第１７号 令和５年度井原市宇戸財産区会計予算 原案可決
（全会一致）

　　条　例　議　案
議案第１８号 井原市国民健康保険事業財政調整基金条例について 原案可決

（全会一致）

議案第１９号 井原市国民健康保険条例の一部を改正する条例について 原案可決
（全会一致）

議案第２０号 井原市墓地等の経営の許可等に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決
（全会一致）

議案第２１号 井原市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部
を改正する条例について

原案可決
（全会一致）

議案第２２号 井原市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例に
ついて

原案可決
（全会一致）

議案第２３号 井原市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する
条例について

原案可決
（全会一致）

議案第２４号 井原市高原農村型リゾート宿泊施設条例を廃止する条例について 原案可決
（全会一致）

議案第２５号 井原市美星星空農園条例の一部を改正する条例について 原案可決
（全会一致）

議案第２６号 井原市営住宅条例の一部を改正する条例について 原案可決
（全会一致）

議案第２７号 井原市住宅供給条例の一部を改正する条例について 原案可決
（全会一致）

議案第２８号 冨士奨学基金条例について 原案可決
（全会一致）

議案第２９号 井原市奨学資金貸付条例の一部を改正する条例について 原案可決
（全会一致）

議案第３０号 井原市公民館条例の一部を改正する条例について 原案可決
（全会一致）

議案第３１号 井原市教育集会所の設置等に関する条例を廃止する条例について 原案可決
（全会一致）
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議案番号 件　　　　　　　名 議決結果
　　そ　の　他
議案第３２号 字の区域の変更について 原案可決

（全会一致）

議案第３３号 井原市過疎地域持続的発展市町村計画（令和３年度～令和７年度）の変更について 原案可決
（全会一致）

議案第３４号 訴えの提起について 原案可決
（全会一致）

議案第３５号 市道路線の認定、廃止及び変更について 原案可決
（全会一致）

議案第３６号 人権擁護委員候補者の推薦について 同　　意
（全会一致）

議案第３７号 固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求めることについて 同　　意
（全会一致）

　　発　　　議
発議第　１号 井原市議会委員会条例の一部を改正する条例について 原案可決

（全会一致）

発議第　２号 井原市議会の個人情報の保護に関する条例について 原案可決
（全会一致）

令和５年度井原市一般会計予算　一部修正可決令和５年度井原市一般会計予算　一部修正可決

賛否の分かれた案件に対する各議員の賛否の状況賛否の分かれた案件に対する各議員の賛否の状況

・議案第５号　令和５年度井原市一般会計予算に対する修正案の提出
　第５５款教育費第７０項保健体育費の県立井原高校南校地跡地の活用に係る経費４０４万８千円

を削除する修正案を賛成多数で可決しました。

修正内容：令和５年度井原市一般会計予算中、光熱水費３２０万円、保守点検等委託料８０万円、
器具使用料４万８千円を減額修正したものです。

修正理由：質疑を通じて明確な活用策が示されない中、井原高校南校地取得を前提とした行政行
為は性急で拙速と言わざるを得ません。当該施設の多くが耐用年数を過ぎた、あるい
は耐用年数の迫った校舎等であります。

「新体操のまち井原」を全国に発信していこうという思いは十分理解するものの、それ
をもってしても明確な目的がなく、将来、本市にとって莫大な負の遺産となる可能性
の大きい財産を取得することは適切ではないと考えます。
こうしたことから、現時点で当予算案を容認することは困難であると判断し、修正し
たものです。

議決結果

各議員の表決結果
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議案第　５号 令和５年度井原市一般会計予算 一部修正可決
（賛成多数） △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ ＊ － △ △

○＝賛成、●＝反対、△＝一部修正等、＊＝棄権、欠＝欠席、除＝除斥、－＝議長職（議長は採決に加わりません）

議員名

案件名
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井原市活性化施策調査特別委員会から市長に提言書を提出
　井原市議会では、令和３年９月の設置以来、井原市活性化施策調査特別委員会において調査・研究を
行ってきた「活性化施策に係る補助制度」についての提言書を、令和５年３月２０日（月）、大滝議長
から大舌市長へ提出しました。

活性化施策に係る補助制度についての提言内容

　井原市においては早急に補助金ガイドラインを策定し、統一的な交付基準により施策を進める必
要がある。
　また、補助金ガイドラインには下記の事項
を盛り込むべきである。

１．補助金の定義について
２．補助金の制度設計における方針の明記に

ついて
３．成果の検証と指導について
４．補助金交付要綱の整備について
５．補助金チェックシートの活用について

井原市議会
YouTube 公式チャンネルを開設しました

　
井
原
市
議
会
で
は
、
一
般
質

問
の
動
画
を
配
信
し
、
市
民
に

開
か
れ
た
議
会
を
目
指
す
こ
と

を
目
的
に
、
公
式
ユ
ー
チ
ュ
ー

ブ
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
開
設
し
ま
し

た
。

　
こ
の
議
会
だ
よ
り
か
ら
、
一

般
質
問
の
ペ
ー
ジ
に
二
次
元

コ
ー
ド
（
Ｑ
Ｒ
）
を
記
載
し
て

い
ま
す
。

　
一
般
質
問
の
模
様
を
幅
広
い
層

の
方
に
ご
視
聴
い
た
だ
く
こ
と
で
、

多
く
の
方
に
井
原
市
議
会
を
身
近

に
感
じ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
ご
視
聴
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

チャンネル登録
よろしくお願いします。

井原市議会
YouTube
チャンネル
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教
育
・
保
育
施
設
及

び
特
定
地
域
型
保
育
事
業

の
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て
〉

原
案
可
決

〈
議
案
第
22
号　

井
原
市

原
資
の
奨
学
金
だ
が
、
何

年
ぐ
ら
い
持
続
す
る
と
考

え
て
い
る
か
。

Ａ
．
７
年
ぐ
ら
い
を
想
定
。

原
案
可
決

〈
議
案
第
30
号　

井
原
市

公
民
館
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て
〉

原
案
可
決

〈
議
案
第
31
号　

井
原
市

教
育
集
会
所
の
設
置
等
に

関
す
る
条
例
を
廃
止
す
る

条
例
に
つ
い
て
〉原

案
可
決

口
で
負
担
し
、
残
り
７
割

の
保
険
給
付
費
に
充
て
る

た
め
の
基
金
で
あ
っ
た
が
、

平
成
30
年
の
国
保
広
域
化

に
伴
い
、
国
保
か
ら
支

払
っ
た
金
額
の
ほ
ぼ
全
額

が
県
か
ら
給
付
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
た
め
。

原
案
可
決

〈
議
案
第
19
号　

井
原
市

国
民
健
康
保
険
条
例
の
一

〈
議
案
第
18
号　

井
原
市

国
民
健
康
保
険
事
業
財
政

調
整
基
金
条
例
に
つ
い
て
〉

Ｑ
．
新
た
に
基
金
条
例
を

作
る
背
景
は
な
に
か
。

Ａ
．
現
行
の
条
例
は
、
被

保
険
者
が
３
割
相
当
を
窓

円
、
大
学
生
は
月
約
５
万

円
の
貸
付
と
な
る
。

Ｑ
．
奨
学
金
の
返
還
免
除

に
つ
い
て
。

Ａ
．
大
学
ま
た
は
こ
れ
に

相
当
す
る
学
校
を
卒
業
後

返
還
期
間
中
、
引
き
続
き

市
内
に
住
所
を
有
す
る
か
、

ま
た
は
市
内
に
存
す
る
事

業
所
に
勤
務
す
る
と
き
は
、

返
還
を
猶
予
し
、
最
終
的

に
免
除
と
な
る
制
度
。

Ｑ
．
冨
士
ベ
ー
ク
ラ
イ
ト

か
ら
の
１
億
円
の
寄
附
が

家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基

準
を
定
め
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て
〉

原
案
可
決

〈
議
案
第
23
号　

井
原
市

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事

業
の
設
備
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

〈
議
案
第
33
号　

井
原
市

過
疎
地
域
持
続
的
発
展
市

町
村
計
画
（
令
和
３
年
度

～
令
和
７
年
度
）
の
変
更

に
つ
い
て
〉

原
案
可
決

〈
議
案
第
34
号　

訴
え
の

提
起
に
つ
い
て
〉

Ｑ
．ど
の
よ
う
な
経
緯
か
。

Ａ
．
最
初
の
貸
し
付
け
条

件
と
は
違
う
利
用
の
仕
方

を
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
、

話
し
合
い
を
し
て
き
た
。

ま
た
、
周
り
の
住
民
か
ら

に
つ
い
て
〉

Ｑ
．
安
全
計
画
と
業
務
継

続
計
画
の
策
定
後
に
ど
の

よ
う
に
関
わ
る
の
か
。

Ａ
．
児
童
ク
ラ
ブ
を
訪
れ

て
、
運
営
状
況
や
計
画
の

実
施
状
況
な
ど
を
確
認
す

る
。

原
案
可
決

の
苦
情
も
あ
り
、
退
去
を

求
め
て
い
る
。

Ｑ
．
議
案
が
可
決
し
た
後

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

Ａ
．
裁
判
の
手
続
に
入
る
。

原
案
可
決

〈
学
校
給
食
費
の
改
定
に

つ
い
て
〉

Ｑ
．値
上
げ
率
に
つ
い
て
。

Ａ
．
平
成
26
年
度
か
ら
の

値
上
げ
率
と
な
る
。
給
食

費
は
食
材
費
の
み
保
護
者

以
下
の
３
件
に
つ
い
て
報

告
を
受
け
質
疑
を
行
っ
た
。

〈
令
和
５
年
度
井
原
市
国

民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て
〉

〈
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
・

フ
ァ
ミ
リ
ー
シ
ッ
プ
制
度

の
創
設
に
つ
い
て
〉

〈
出
部
地
区
に
お
け
る
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
整
備

に
つ
い
て
〉

負
担
と
し
て
い
る
。
小
学

校
で
は
、
主
食
費
が
１
・

17
％
、
牛
乳
費
が
38
・

25
％
、副
食
費
が
11・
６
％

の
値
上
げ
率
と
な
っ
て
お

り
、
小
学
校
全
体
の
値
上

げ
率
は
11
・
11
％
と
な
っ

て
い
る
。

議
案
６
件

を
審
査

議
案
５
件

を
審
査

総
務
文
教
委
員
会

３
月
14
日
開
催

市
民
福
祉
委
員
会

３
月
９
日
開
催

所
管
事
務
に
関
す
る
報
告

所
管
事
務
に
関
す
る
報
告

（ 7 ）
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〈
議
案
第
24
号　

井
原
市

高
原
農
村
型
リ
ゾ
ー
ト
宿

泊
施
設
条
例
を
廃
止
す
る

条
例
に
つ
い
て
〉原

案
可
決

〈
議
案
第
25
号　

井
原
市

美
星
星
空
農
園
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

〈
議
案
第
２
号　

令
和
４

年
度
井
原
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
８
号
）
～

議
案
第
４
号　

令
和
４
年

度
井
原
市
美
星
地
区
畑
地

か
ん
が
い
給
水
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）〉

原
案
可
決

〈
豪
雨
時
に
お
け
る
市
内

河
川
の
災
害
対
策
に
つ
い

て
〉

〈
美
星
地
区
の
調
整
池
に

民
間
工
場
の
油
が
流
入
し

た
こ
と
に
つ
い
て
〉

Ｑ
．
市
が
調
整
池
を
し
っ

か
り
と
管
理
し
て
い
れ
ば

被
害
は
広
が
ら
な
か
っ
た

の
で
は
。

期
間
中
に
お
け
る
故
障
に

対
す
る
対
応
が
ス
ム
ー
ズ

に
行
わ
れ
る
と
い
っ
た
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
こ
と
か
ら

リ
ー
ス
方
式
と
し
た
。

Ｑ
．
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
事
業
に
つ
い
て
、

郷
土
愛
の
醸
成
と
い
う
こ

と
だ
が
、
こ
れ
ま
で
の
事

業
と
の
違
い
は
。

Ａ
．
ふ
る
さ
と
納
税
等
で

井
原
市
に
ア
プ
ロ
ー
チ
の

あ
っ
た
市
外
の
方
に
対
し

い
て
〉	

原
案
可
決

〈
議
案
第
26
号　

井
原
市

営
住
宅
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て
〉

原
案
可
決

〈
議
案
第
27
号　

井
原
市

住
宅
供
給
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
〉

原
案
可
決

〈
議
案
第
35
号　

市
道
路

線
の
認
定
、
廃
止
及
び
変

更
に
つ
い
て
〉
原
案
可
決

〈
議
案
第
５
号　

令
和
５

年
度
井
原
市
一
般
会
計
予

算
〉

Ｑ
．
公
共
施
設
照
明
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
リ
ー
ス
事
業
に
つ
い

て
、
リ
ー
ス
方
式
に
し
た

理
由
は
。

Ａ
．
リ
ー
ス
で
対
応
し
た

場
合
、
工
事
請
負
契
約
に

よ
る
実
施
よ
り
も
、
10
年

間
で
の
予
算
ベ
ー
ス
で
事

業
費
が
約
２
分
の
１
に
縮

減
さ
れ
る
こ
と
、
リ
ー
ス

Ａ
．
油
の
流
入
事
故
は
会

社
に
原
因
が
あ
る
の
で
、

油
の
除
去
や
水
田
の
被
害

者
へ
の
補
償
も
会
社
で
責

任
を
負
っ
て
も
ら
う
よ
う

話
を
進
め
て
い
る
。

Ｑ
．
油
の
除
去
に
ど
れ
く

ら
い
の
期
間
を
見
込
ん
で

い
る
か
。
今
後
の
米
づ
く

り
開
始
時
期
に
つ
い
て
。

Ａ
．
現
在
、
会
社
の
ほ
う

で
４
月
中
の
工
事
完
了
を

て
、
直
接
井
原
市
の
魅
力

を
発
信
し
て
い
く
、
プ
ッ

シ
ュ
型
に
事
業
を
転
換
し

て
い
る
。

Ｑ
．
県
立
井
原
高
校
南
校

地
跡
地
の
活
用
に
つ
い

て
、
岡
山
県
か
ら
の
譲
渡

を
前
提
と
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
が
、
校
舎

を
解
体
撤
去
す
る
場
合
の

概
算
総
費
用
は
。

Ａ
．
現
時
点
で
解
体
撤
去

を
す
る
費
用
に
つ
い
て
は

目
途
に
除
去
作
業
を
行
っ

て
い
る
。
工
事
終
了
の
報

告
を
受
け
た
後
、
環
境
部

局
で
土
壌
及
び
水
質
検
査

を
行
い
、
基
準
が
ク
リ
ア

し
て
い
れ
ば
今
年
耕
作
が

で
き
る
ギ
リ
ギ
リ
の
ラ
イ

ン
に
な
る
。
ク
リ
ア
し
て

い
な
か
っ
た
ら
、
ま
た
除

去
を
お
願
い
す
る
こ
と
に

な
る
。

Ｑ
．
調
整
池
の
見
回
り
や

積
算
し
て
い
な
い
。

Ｑ
．
事
業
内
容
と
し
て
、

市
立
高
校
の
授
業
・
部
活

動
で
の
有
効
活
用
と
い
う

こ
と
だ
が
、
校
舎
は
ど
の

よ
う
に
有
効
活
用
し
よ
う

と
考
え
て
い
る
の
か
。

Ａ
．
使
用
を
考
え
て
い
る

も
の
は
、
体
育
館
・
武
道

場
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
弓
道

場
で
あ
り
、
現
在
の
と
こ

ろ
校
舎
の
利
用
に
つ
い
て

は
考
え
て
い
な
い
。

管
理
は
今
後
誰
が
行
う
の

か
。

Ａ
．
会
社
と
市
で
公
害
防

止
に
関
す
る
協
定
を
結
ん

で
お
り
、
水
質
検
査
の
責

任
も
会
社
に
課
し
て
い
る
。

し
っ
か
り
と
協
定
を
守
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
協
議
を

行
う
。
ま
ず
は
、
水
質
が

改
善
す
る
こ
と
を
一
義
に

し
て
い
き
た
い
。

一
部
修
正
可
決

〈
議
案
第
６
号　

令
和
５

年
度
井
原
市
国
民
健
康
保

険
事
業
特
別
会
計
予
算
～

議
案
第
17
号　

令
和
５
年

度
井
原
市
宇
戸
財
産
区
会

計
予
算
〉

原
案
可
決

議
案
５
件

を
審
査

議
案
16
件

を
審
査

建
設
水
道
委
員
会

３
月
10
日
開
催

予
算
決
算
委
員
会

３
月
15
・
16
日
開
催

所
管
事
務
調
査
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無
所
属

西に
し
む
ら村

慎し
ん
じ
ろ
う

次
郎

い
ば
ら
太
陽
の
会

代
表
質
問

井
原
市
第
７
次
総
合
計
画

井
原
市
第
７
次
総
合
計
画

後
期
基
本
計
画
に
つ
い
て

後
期
基
本
計
画
に
つ
い
て

　

２
月
定
例
会
で
は
、

３
月
２
日
、
３
日
の
２

日
間
に
わ
た
り
、
９
名

の
議
員
が
質
問
に
立
ち

ま
し
た
。
そ
の
一
部
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

※
掲
載
し
て
い
る
一
般

質
問
は
、
紙
面
の
都
合

に
よ
り
発
言
を
要
約
し
、

質
問
し
た
議
員
本
人
の

原
稿
に
基
づ
い
て
掲
載

し
て
い
ま
す
。

※
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く

一一 般般 質質 問問

【質問者】
◆西村慎次郎…ｐ．　９
◆坊野公治……ｐ．１０
◆山下憲雄……ｐ．１０
◆佐藤　豊……ｐ．１１
◆宮地俊則……ｐ．１１
◆三宅文雄……ｐ．１２
◆多賀信祥……ｐ．１２
◆三宅孝之……ｐ．１３
◆沖久教人……ｐ．１３

９
名
の
議
員
が
質
問

議会だよりに掲載している一般質問は、発言を要約して、質問した議員本人の原稿に基づいて掲載しています。
（ 9 ）
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令
和
５
年
度
当
初
予
算
に
つ
い
て

令
和
５
年
度
当
初
予
算
に
つ
い
て

無
所
属

坊ぼ
う
の野

　
公き

み
は
る治

い
ば
ら
市
民
ク
ラ
ブ

代
表
質
問

本
市
の
人
事
行
政
と

本
市
の
人
事
行
政
と

職
員
の
働
く
意
欲
の
高
め
方
に
つ
い
て

職
員
の
働
く
意
欲
の
高
め
方
に
つ
い
て

無
所
属

山や
ま
し
た下

　
憲の

り
お雄

採
用
活
動
の
現
状
に

つ
い
て
。

人
材
育
成
基
本
方
針

の
中
で
井
原
市
が
目

指
す
３
つ
の
職
員
像
と
し

て
、
新
た
な
課
題
に
意
欲

的
に
取
り
組
む
職
員
、
市

民
と
協
働
し
て
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
こ
と
の
で
き

る
職
員
、
時
代
の
変
化
に

的
確
に
対
応
で
き
る
職
員

を
定
め
、
こ
の
職
員
像
の

実
現
を
念
頭
に
人
材
の
採

用
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

採
用
試
験
に
つ
い
て
は
、

多
様
な
人
材
確
保
の
た
め

新
規
学
卒
者
だ
け
で
な
く
、

既
卒
者
を
含
め
た
採
用
試

験
を
実
施
し
て
い
る
。

職
員
の
人
材
育
成
と

教
育
体
系
に
つ
い
て
。

人
材
育
成
の
方
策
と

し
て
、
意
欲
を
引
き

出
す
人
事
制
度
、
人
を
育

て
る
組
織
風
土
、
自
信
を

井
原
体
育
館
空
調
設

備
整
備
に
向
け
た
調

査
事
業
に
つ
い
て
。

近
年
の
温
暖
化
に
よ

る
利
用
者
へ
の
健
康

の
配
慮
や
、
災
害
時
の
避

難
所
の
機
能
も
有
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
国
の
補
助

金
を
活
用
し
分
析
調
査
を

行
い
、
本
体
工
事
の
国
の

補
助
事
業
採
択
に
向
け
た

計
画
策
定
等
を
行
っ
て
い

く
。

育
む
職
員
研
修
の
３
つ
の

柱
を
掲
げ
、
相
乗
効
果
を

発
揮
す
る
こ
と
に
よ
り
、

将
来
の
井
原
市
を
担
い
、

市
民
の
期
待
に
応
え
得
る

職
員
の
育
成
を
目
指
し
て

い
る
。
研
修
体
制
に
つ
い

て
は
、
時
代
や
ニ
ー
ズ
に

応
じ
た
能
力
開
発
が
で
き

る
よ
う
毎
年
研
修
計
画
の

見
直
し
を
行
っ
て
い
る
。

人
事
評
価
制
度
の
機

能
と
目
的
に
つ
い
て
。

人
事
評
価
は
上
司
が

直
接
部
下
と
面
談
を

行
い
な
が
ら
、
勤
務
状
況

に
つ
い
て
評
価
を
行
っ
て

い
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、

自
ら
が
能
力
や
適
性
を
知

る
と
と
も
に
、
適
切
な
指

導
・
助
言
を
受
け
な
が
ら
、

自
己
の
成
長
を
促
す
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る
。
ま

た
、
上
司
と
の
面
談
は
組

織
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

賑
わ
い
創
出
拠
点
整

備
事
業（
芳
井
地
区
）

に
つ
い
て
。

芳
井
町
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
か
ら
要
望
書

が
出
さ
れ
検
討
し
て
き
た
。

令
和
５
年
度
に
お
い
て
は
、

基
盤
整
備
の
構
想
段
階
か

ら
事
業
実
施
段
階
へ
速
や

か
に
移
行
で
き
る
よ
う
、

国
の
補
助
金
を
活
用
し
て

検
討
調
査
を
専
門
業
者
へ

委
託
す
る
。

シ
ョ
ン
の
活
性
化
や
職
場

環
境
の
向
上
に
つ
な
が
り

組
織
全
体
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
高
め
る
効
果
が

あ
る
。第

７
次
行
政
改
革
大

綱
に
書
か
れ
た
人
材

育
成
の
推
進
に
つ
い
て
。

最
少
の
経
費
で
最
大

の
効
果
を
生
み
出
す

組
織
と
は
、
節
約
を
意
味

す
る
も
の
で
は
な
い
。
節

約
す
れ
ば
貯
金
が
た
ま

り
安
心
は
生
ま
れ
る
が
、

サ
ー
ビ
ス
は
生
ま
な
い
。

国
、
県
と
の
交
流
人
事
を

通
じ
て
、
職
員
が
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
と
考
え
て
い
る
。

観
光
イ
ベ
ン
ト
補
助

金
に
つ
い
て
。

井
原
市
観
光
協
会
に

対
し
て
補
助
す
る
こ

と
で
、
本
市
の
活
性
化
と

観
光
振
興
を
図
る
。
具
体

的
に
は
、
井
原
桜
ま
つ
り

や
さ
つ
き
展
、
菊
花
展
に

加
え
て
、
新
た
に
夏
の
イ

ベ
ン
ト
を
お
願
い
す
る
。

地
域
で
花
火
を
上
げ

る
要
望
が
で
た
ら
。

井
原
市
観
光
協
会
で

検
討
し
て
い
た
だ
く
。

答

答答

問問

問

問

問

問

問問

答答

答

答

答

議会だよりに掲載している一般質問は、発言を要約して、質問した議員本人の原稿に基づいて掲載しています。
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井
原
市
民
病
院
に
つ
い
て　

他
２
件

井
原
市
民
病
院
に
つ
い
て　

他
２
件

無
所
属

宮み
や
じ地

　
俊と

し
の
り則

市
制
施
行

市
制
施
行
7070
周
年
周
年

記
念
事
業
に
つ
い
て　

他
２
件

記
念
事
業
に
つ
い
て　

他
２
件

公
明
党

佐さ

と

う藤
　
　
豊ゆ

た
か

市
制
施
行
70
周
年
記

念
事
業
に
つ
い
て
伺

う
。

令
和
５
年
度
は
市
制

施
行
70
周
年
を
迎
え

る
記
念
す
べ
き
年
で
あ
り
、

令
和
４
年
度
に
市
制
施
行

70
周
年
記
念
事
業
検
討
委

員
会
に
お
い
て
検
討
を
重

ね
て
き
ま
し
た
。
具
体
的

な
事
業
と
し
て
、
こ
れ
ま

で
の
70
年
を
振
り
返
る
記

念
動
画
の
制
作
、
５
月
27

日
に
は
市
民
会
館
ホ
ー
ル

で
記
念
式
典
を
開
催
、
式

典
の
席
上
で
有
功
表
彰
や

70
周
年
記
念
表
彰
及
び
感

謝
状
の
贈
呈
を
予
定
し
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
記
念

動
画
の
上
映
、
さ
ら
に
市

内
中
高
生
な
ど
が
企
画
し

た
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
行

う
予
定
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
次
に
、
４
月
18
日
に
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
す

問

ビ
ス
の
利
活
用
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
役
割
を
担
う
方
の

こ
と
で
す
。
本
市
に
お
い

て
も
市
民
の
ニ
ー
ズ
や
関

係
機
関
、
団
体
と
の
効
果

的
な
連
携
等
も
含
め
、
デ

ジ
タ
ル
推
進
委
員
の
活
用

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

介
護
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト
制

度
に
つ
い
て
伺
う
。

提
案
い
た
だ
い
た
介

護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ポ
イ
ン
ト
制
度
に
つ
い

て
は
、
全
国
に
広
が
り
を

見
せ
て
お
り
、
意
欲
や
目

標
を
も
っ
て
社
会
参
加
し
、

地
域
で
支
え
合
う
仕
組
み

づ
く
り
の
推
進
を
図
る
た

め
に
は
大
変
有
効
な
取
組

と
考
え
ま
す
の
で
、
引
き

続
き
現
状
等
を
調
査
し
研

究
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

る
平
櫛
田
中
美
術
館
に
つ

い
て
は
、「
平
櫛
田
中
美

術
館
の
精
華
」
と
題
し
約

１
千
点
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

の
中
か
ら
よ
り
す
ぐ
り
の

作
品
を
３
期
に
分
け
展
示

い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
秋

に
は
「
第
30
回
平
櫛
田
中

賞
受
賞
記
念 

棚
田
康
司

展
」
の
開
催
を
計
画
し
て

お
り
ま
す
。
な
お
、
国
立

劇
場
に
あ
る
平
櫛
田
中
翁

の
代
表
作
「
鏡
獅
子
」
の

里
帰
り
展
示
に
つ
い
て
も

検
討
し
て
お
り
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
活
用
推
進

に
向
け
て
の
本
市
の

対
応
に
つ
い
て
伺
う
。　

国
が
任
命
す
る
デ
ジ

タ
ル
推
進
委
員
は
、

デ
ジ
タ
ル
機
器
や
サ
ー
ビ

ス
に
不
慣
れ
な
方
々
に
対

し
、
国
や
地
方
公
共
団
体

が
実
施
す
る
講
習
会
に
お

い
て
デ
ジ
タ
ル
機
器
や
サ
ー

答

問

答

答

問

《
井
原
市
民
病
院
に
つ
い

て
》

経
営
強
化
プ
ラ
ン
策

定
の
考
え
方
を
伺
う
。

収
入
確
保
に
つ
い
て

は
病
床
の
稼
働
率
の

向
上
、
救
急
医
療
の
充
実

に
よ
る
入
院
患
者
の
増
加
、

診
療
単
価
の
向
上
、
診
療

以
外
で
の
収
益
の
確
保
。

経
費
削
減
に
つ
い
て
は
薬

品
費
、
診
療
材
料
費
、
光

熱
水
費
な
ど
の
価
格
交
渉

や
無
駄
の
削
減
に
向
け
た

取
組
が
必
要
で
あ
る
。

妊
婦
健
診
が
再
開
さ

れ
た
が
、
利
用
状
況
、

課
題
を
伺
う
。

こ
れ
ま
で
４
名
の
利

用
が
あ
り
、
特
に
子

連
れ
の
方
の
負
担
軽
減
に

な
っ
て
い
る
。
課
題
は
健

診
デ
ー
タ
の
双
方
向
化
な

ど
分
娩
施
設
と
の
連
携
強

化
が
重
要
で
あ
る
。

問問

《
保
育
園
の
「
お
む
つ
の

持
ち
帰
り
」
に
つ
い
て
》

近
年
、
衛
生
面
や
保

護
者
負
担
に
配
慮
し
、

園
で
廃
棄
す
る
保
育
園
が

増
え
て
い
る
。
本
市
の
現

状
と
お
む
つ
の
処
分
費
用

を
支
援
で
き
な
い
か
伺
う
。

市
内
11
園
の
う
ち
、

保
育
園
で
処
分
し
て

い
る
園
が
８
園
、
持
ち
帰

り
が
３
園
で
、
持
ち
帰
り

を
な
く
す
方
向
で
協
議
検

討
し
て
い
る
。
処
分
費
用

に
つ
い
て
は
、
保
育
園
の

負
担
軽
減
の
た
め
、
国
に

財
政
支
援
を
要
望
し
て
い

き
た
い
。

《
特
殊
詐
欺
被
害
の
防
止

策
に
つ
い
て
》

特
殊
詐
欺
に
よ
る
被

害
が
後
を
絶
た
ず
、

ま
す
ま
す
凶
悪
化
し
て
い

る
。
留
守
番
電
話
の
活
用

が
最
大
の
防
止
策
で
あ
る
。

市
を
挙
げ
た
一
大
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
打
ち
出
す
べ
き

と
考
え
る
が
ど
う
か
伺
う
。

こ
の
春
か
ら
特
殊
詐

欺
の
未
然
防
止
対
策

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
し
て
通

話
録
音
装
置
の
貸
し
出
し

事
業
の
一
層
の
周
知
啓
発

を
し
て
い

き
た
い
。

答答

答

問

問

答
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見
直
し
の
検
討
内
容

に
つ
い
て

令
和
３
年
９
月
定
例

会
に
お
い
て
、
計
画

設
定
人
口
や
施
設
全
体
の

整
備
計
画
等
を
加
え
て
見

直
し
を
検
討
す
る
旨
の
答

弁
を
し
た
。
そ
の
後
、
令

和
４
年
４
月
に
新
た
に
長

寿
命
化
対
策
を
反
映
し
た

見
込
み
及
び
対
策
の
効
果

額
や
脱
炭
素
化
の
推
進
方

針
等
に
つ
い
て
見
直
し
を

す
る
よ
う
国
か
ら
再
度
通

知
が
あ
り
、
こ
れ
を
受
け

て
令
和
５
年
度
末
ま
で
の

見
直
し
に
向
け
現
在
、
担

当
部
署
に
よ
り
検
討
を
重

ね
て
い
る
。
併
せ
て
総
合

管
理
計
画
は
、
長
寿
命
化

対
策
や
統
廃
合
の
推
進
を

踏
ま
え
た
公
共
施
設
個
別

施
設
計
画
を
策
定
し
、
そ

の
内
容
を
反
映
さ
せ
た
総

合
管
理
計
画
を
見
直
す
必

待
機
児
童
の
定
義
に

つ
い
て
、
井
原
市
は

独
自
の
ル
ー
ル
を
持
つ
考

え
は
な
い
か

国
の
基
準
を
用
い
る

こ
と
が
適
当
で
あ
り
、

入
園
支
援
に
努
め
て
い
る

こ
と
か
ら
、
独
自
の
ル
ー

ル
を
持
つ
こ
と
は
現
在
考

え
て
い
な
い
。

過
去
５
年
間
の
保
育

利
用
率
か
ら
見
る
傾

向
と
課
題
に
つ
い
て

少
子
化
が
進
む
一
方

で
、
保
育
園
の
入
園

希
望
者
は
増
加
傾
向
に
あ

り
、
待
機
児
童
が
発
生
し

な
い
よ
う
保
育
士
の
確
保

等
、
保
育
環
境
の
整
備
に

引
き
続
き
努
め
る
必
要
が

あ
る
。今

後
の
対
策
に
つ
い

て今
後
は
新
規
職
員
の

採
用
に
つ
な
げ
る
た

要
が
あ
り
現
在
、
個
別
施

設
計
画
に
つ
い
て
今
後
の

維
持
管
理
経
費
の
積
算
を

行
う
こ
と
と
し
関
係
者
等

と
調
整
を
重
ね
な
が
ら
策

定
作
業
を
進
め
て
い
る
。

現
在
ま
で
の
進
捗
状

況
に
つ
い
て

費
用
面
で
は
、
計
画

期
間
10
年
で

100
億
円

と
い
う
基
本
方
針
に
対
し
、

平
成
29
年
度
か
ら
令
和
３

年
度
ま
で
の
５
か
年
の
行

政
コ
ス
ト
は
、
概
算
で
約

85
億
円
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
総
延
床
面
積
に
つ
い

め
、
コ
ロ
ナ
禍
で
延
期
し

て
い
た
保
育
士
養
成
機
関

へ
の
働
き
か
け
を
再
開
す

る
な
ど
、
保
育
協
議
会
や

関
係
機
関
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
保
育
環
境
を
充
実

し
て
い
き
た
い
。

井
原
市
の
０
～
２
歳

児
の
保
育
利
用
率
は

58
・
９
％

数
字
か
ら
見
る
と
保

育
園
の
ニ
ー
ズ
が
高

く
、
年
度
途
中
か
ら
入
り

に
く
い
と
考
え
る
が
、
ど

う
か
。幼

稚
園
と
保
育
園
の

在
り
方
も
含
め
て
、

就
学
前
の
子
ど
も
た
ち
の

対
応
を
総
合
的
に
研
究
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

て
は
、
総
延
床
面
積
が
前

年
度
を
超
え
な
い
と
い
う

基
本
方
針
で
あ
り
、
令
和

２
年
度
末
の
28
万
２
千

412

㎡
に
対
し
て
、
令
和
３
年

度
末
で
28
万
１
千

390
㎡
と

約
１
千
㎡
減
少
し
て
い
る
。

こ
の
床
面
積
の
減
少
は
、

美
星
公
民
館
や
平
櫛
田
中

美
術
館
の
建
て
替
え
に
伴

い
既
存
建
物
を
除
却
し
た

こ
と
で
一
時
的
に
床
面
積

が
減
少
し
て
い
る
も
の
で

あ
り
、
令
和
４
年
度
末
に

は
そ
れ
ぞ
れ
増
床
で
の
建

て
替
え
工
事
の
完
了
に
よ

り
２
施
設
で
約
３
千
㎡
の

増
加
が
見
込
ま
れ
る
予
定

で
あ
る
。

答

答答答

問

問問問

答 問

問問

議会だよりに掲載している一般質問は、発言を要約して、質問した議員本人の原稿に基づいて掲載しています。

美星公民館

平櫛田中美術館

答答

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
の
見
直
し
と

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
の
見
直
し
と

進
捗
状
況
に
つ
い
て

進
捗
状
況
に
つ
い
て

無
所
属

三み
や
け宅

　
文ふ

み
お雄

市
内
保
育
園
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て

市
内
保
育
園
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て

無
所
属

多た

が賀
　
信の

ぶ
よ
し祥

市内保育園児数（人） 市内幼稚園児数（人）

797

H30 H30R1 R1R2 R2R3 R3R4 R4

775
765

807
834 284

250 228 208 197
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《
本
市
に
お
け
る
健
康
増

進
に
つ
い
て
》

生
活
習
慣
病
予
防
や

介
護
予
防
に
お
け
る

取
組
に
つ
い
て
。

生
活
習
慣
病
予
防
に

お
い
て
は
、
運
動
指

導
士
に
よ
る
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
指
導
や

健
康
づ
く

り
出
前
講

座
な
ど
を

行
っ
て
い

る
。
介
護

予
防
に
つ
い
て
は
、
い
ば

ら
元
気
シ
ニ
ア
ワ
ー
ド
ラ

リ
ー
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

歩
き
た
く
な
る
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
た

取
組
に
つ
い
て
。

市
内
13
地
区
に
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
コ
ー
ス
を
設

定
し
、
健
康
効
果
を
周
知

し
て
い
る
。ま
た
、ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
を
取
り
入
れ
た
各

問問

問
や
授
業
形
態
を
工
夫
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

道
徳
教
育
の
成
績
評

価
に
つ
い
て
。

教
科
化
さ
れ
た
後
は
、

児
童
・
生
徒
の
学
習

状
況
や
道
徳
性
に
係
る
成

長
の
様
子
を
他
者
と
の
比

較
で
は
な
く
、
一
人
一
人

の
持
つ
よ
い
点
や
可
能
性

な
ど
を
記
述
に
よ
っ
て
評

価
を
し
て
い
る
。

井
原
市
独
自
の
取
組

は
あ
る
か
。

岡
山
県
道
徳
教
育
郷

土
資
料
集
に
取
り
上

げ
ら
れ
て
い
る
、
平
櫛
田

中
の
鏡
獅
子
を
題
材
に
し

た
教
材
も
使
用
し
て
い
る
。

種
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
さ
れ

て
い
る
。

《
道
徳
教
育
に
つ
い
て
》

道
徳
教
育
の
現
状
と

課
題
に
つ
い
て
。

道
徳
科
の
授
業
だ
け

で
は
な
く
、
学
校
教

育
全
体
及
び

各
教
科
等
の

指
導
を
通
し

て
道
徳
性
を

養
う
こ
と
を

目
標
と
し
て

実
施
し
て
い

る
。
課
題
と
し
て
は
、
考

え
る
道
徳
、
議
論
す
る
道

徳
を
実
践
す
る
た
め
、
発

答答

問

問問 答答

答

小
学
校
に
は
ス
ク
ー

ル
バ
ッ
グ
の
規
定
は

あ
る
か
。

規
定
は
な
い
。

井
原
市
立
高
校
に
は

ス
ク
ー
ル
バ
ッ
グ
の

規
定
は
あ
る
か
。

規
定
は
な
い
。

小
学
校
と
高
校
が
自

由
で
あ
る
な
ら
中
学

校
で
も
自
由
で
も
い
い
の

で
は
な
い
か
。
な
ぜ
中
学

校
は
規
定
が
あ
る
の
か
。

各
学
校
の
裁
量
で
通

学
の
利
便
性
を
基
に

規
定
し
て
い
る
。

ス
ク
ー
ル
バ
ッ
グ
の

規
定
に
よ
る
教
育
的

意
義
に
つ
い
て
伺
う
。

ス
ク
ー
ル
バ
ッ
グ
に

と
っ
て
最
も
必
要
な

の
は
丈
夫
さ
、
安
全
性
な

ど
機
能
性
と
適
度
な
価
格

で
あ
る
。
生
徒
が
安
心
・

安
全
に
登
下
校
で
き
る
こ

問問問問

も
な
る
。
ス
ク
ー
ル
バ
ッ

グ
の
規
定
を
廃
止
し
て
自

由
に
し
ま
せ
ん
か
。

そ
う
い
う
意
見
を
反

映
さ
せ
る
場
を
設
け

る
こ
と
が
い
い
。

と
に
つ
な
が
る
。

小
学
校
の
自
由
な
ラ

ン
ド
セ
ル
で
指
導
上

困
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
か
。

重
い
と
い
う
課
題
以

外
、
承
知
し
て
い
な

い
。

他
市
の
中
学
校
は
、

黒
色
の
リ
ュ
ッ
ク
型

と
い
う
条
件
の
み
で
自
由

に
し
て
い
る
。
自
由
で
あ

れ
ば
中
学
卒
業
後
、
高
校

で
も
使
用
で
き
る
。
子
育

て
世
代
の
経
済
的
負
担
に

答答 答答

問問

答

答

道 徳

本
市
に
お
け
る
健
康
増
進
対
策
に
つ
い
て
・

本
市
に
お
け
る
健
康
増
進
対
策
に
つ
い
て
・

道
徳
教
育
に
つ
い
て

道
徳
教
育
に
つ
い
て

無
所
属

沖お
き
ひ
さ久

　
教の

り
ひ
と人

市
内
中
学
校
の
ス
ク
ー
ル
バ
ッ
グ
に
つ
い
て

市
内
中
学
校
の
ス
ク
ー
ル
バ
ッ
グ
に
つ
い
て

無
所
属

三み
や
け宅

　
孝た

か
し之
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委 

員 

長　

荒
木　

謙
二

副
委
員
長　

西
村
慎
次
郎

委　
　

員　

上
野　

安
是

　
　

〃　
　

細
羽　

敏
彦

　
　

〃　
　

多
賀　

信
祥

　
　

〃　
　

三
宅　

孝
之

　
　

〃　
　

沖
久　

教
人

　

世
界
一
奪
還
で
湧
き
上
が
っ
た

ワ
ー
ル
ド
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ク
ラ
シ
ッ

ク
。
侍
ジ
ャ
パ
ン
を
率
い
た
栗
山
監

督
の
選
手
や
コ
ー
チ
を
信
頼
す
る
姿

勢
が
世
界
中
を
感
動
の
渦
に
巻
き
込

ん
だ
。

　
心
は
ひ
と
つ
で
は
な
い
。
心
を
ひ

と
つ
に
し
て
い
く
フ
ァ
ミ
リ
ー
ワ
ー

ク
こ
そ
が
勝
利
の
一
歩
で
あ
る
と
気

づ
か
せ
て
く
れ
た
。

　
野
球
ボ
ー
ル
の
縫
い
目
は
、
人
間

の
煩
悩
と
同
じ
数
の
108
個
で
あ
る
。

お
互
い
に
智
慧
を
出
し
合
い
、
課
題

を
解
決
し
て
夢
を
現
実
の
も
の
に
し

て
い
け
る
井
原
市
で
あ
る
こ
と
を
切

に
願
っ
て
い
る
。　
　

 （
沖
久
教
人
）

　
市
議
会
の
本
会
議
及
び
委
員
会
は
一
般
に
公
開
し
て

い
ま
す
の
で
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
会
議
当
日

の
８
時
30
分
か
ら
市
役
所
５
階
の
議
会
事
務
局
で
受
付

い
た
し
ま
す
。
ど
な
た
で
も
傍
聴
で
き
ま
す
の
で
、
希

望
さ
れ
る
方
は
議
会
事
務
局
で
傍
聴
券
の
交
付
を
受
け

（
先
着
順
）、
入
場
し
て
く
だ
さ
い
。

　
本
会
議
場　
　
　
38
名
（
う
ち
８
席
は
報
道
用
）

　
委
員
会
室　
　
　
10
名

　
全
員
協
議
会
室　
５
名

　井原市議会のホームページでは、平成２４年２月定例
会分から常任委員会の会議録（要点筆記）を公開してい
ます。また、平成９年３月定例会以降の本会議の会議録
を検索することができます。
   市のホームページから市議会ホームページへアクセス
し、「会議録」をクリックしてください。
　（井原市ホームページアドレス：
　　　　　　http://www.city.ibara.okayama.jp）
　なお、この会議録につきましては、正式な会議録とは
若干異なります。

〜 会議録の検索 〜

井 原 市 議 会
ホームページ

６月定例会の仮日程

　井原市議会委員会条例の改正により、
６月定例会から常任委員会が上記のとお
りとなります。

６月１２日（月） 開 　 　 会
（ 市 長 の 提 案 説 明 ）

６月１６日（金） 一 般 質 問
６月１９日（月） 一 般 質 問
６月２０日（火） 一 般 質 問
６月２１日（水） 議 案 審 議
６月２２日（木） （ 厚 生 文 教 委 員 会 ）

６月２３日（金） （ 総 務 産 業 委 員 会 ）

６月２６日（月） （ 予 算 決 算 委 員 会 ）

６月２８日（水） 議 案 審 議 ・ 閉 会

傍
聴
者
の
定
員

傍
聴
者
の
定
員

市
議
会
を
傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か

市
議
会
を
傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か

原
田
敬
久
議
員 

逝
去

　

原
田
敬
久
議
員
が
、
去
る
令
和
５
年
３
月
７
日
に

ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

　

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
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